
 
 

 

       
労働力調査（２月）    

完全失業率（季節調整値）：2.4％ 
年平均 

 
月次（季節調整値） 

 2022 年 2023 年 2024 年 
2024 年 2025 年 

 

11 月 12 月 １月 ２月 

完全失業率（％） 2.6 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.4 

                                            
   

 １年前及び前月との比較   
  

＜原数値（１年前との比較）＞   
・就業者数は 6768 万人と、40 万人の増加（31 か月連続） 
主な内訳(雇用形態別)：「正規の職員・従業員」     ＋27 万人、 

「非正規の職員・従業員」   ＋13 万人 
 

主な内訳(産業別)    ：「医療，福祉」         ＋23 万人、 
「宿泊業，飲食サービス業」  ＋21 万人、 
「サービス業（他に分類されないもの）」 ＋15 万人 

 

・完全失業者数は 165 万人と、12 万人の減少（２か月ぶり） 
主な内訳(求職理由別)：「新たに求職」        ▲４万人、 

「勤め先や事業の都合」    ▲１万人、 
「自発的な離職（自己都合）」 ▲１万人 

  

＜季節調整値（前月との比較）＞ 
  

・就業者は 11 万人の減少 
  

・完全失業者は６万人の減少 
  

・完全失業率※は 2.4％と、0.1 ポイントの低下 
※ 完全失業率＝完全失業者／（就業者＋完全失業者）×100 

   

 
 

 

総務省 



完全失業率、就業者数

労働力調査結果の最近の動向
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完全失業率（季節調整値）、就業者数（対前年同月増減）
（万人）

就業者数の
対前年同月増減

（右目盛）

(月)

完全失業率
（左目盛）

（％）

2025年

完全失業率過去最高
2009年７月 5.5％

リーマンショック（2008年９月）
完全失業率 4.0％

完全失業率は、リーマンショック後の2009年

７月に過去最高の5.5％を記録した後、低下

傾向で推移

2019年12月に2.2％となった後、新型コロナウ

イルス感染症の影響により一時的に3.1％ま

で上昇したものの、再び低下に転じた

2025 年 ２月の完全失業率は 2.4 ％ と 、

前月に比べ、0.1ポイントの低下

2025年２月の就業者数は6768万人と、

１年前に比べ40万人の増加（31か月連続）

※ 主な内訳（雇用形態別）
「正規の職員・従業員」 ＋27万人
「非正規の職員・従業員」 ＋13万人

※ 主な内訳（産業別）
「医療，福祉」 ＋23万人
「宿泊業， 飲食サービス業」 ＋21万人
「サービス業（他に分類されないもの） 」 ＋15万人

2025年２月
完全失業率

2.4％


